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西太平洋域・プレート境界陸側斜面の湧水環境における微生物学的多様性のカタロ
グ化と湧水活動の推定

Catalogue of the microbial diversity in the seep environments of the West Pacific, and an
estimate of the seep-activity.
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わが国周辺の海底においては、4つのプレート（北アメリカプレート、ユーラシアプレート、太平洋プレートおよび
フィリッピン海プレート）の活発な動きによって、湧水や熱水噴出等の現象が広く分布している。こうした海域におい
ては地殻活動にリンクした特徴的な微生物相が確認されており、地殻内部から出てくる二酸化炭素と水素に依存してバ
イオジェニックなメタンを生産するアーキア（メタン生成アーキア, MET）、こうして得られたメタンと海水中に含まれ
る硫酸イオンとから硫化水素を作る硫酸還元コンソーシアム（嫌気的メタン酸化アーキアと硫酸還元バクテリアとの複
合体, ANME-SRB）、更に硫化水素を酸化してエネルギーを得るイオウ酸化バクテリア（SOx）あるいはこれと共生する
化学合成共生系生物などから成っている [1,2]。こうした微生物構造は、海域を超えて湧水域一般に見られているが、湧
水中に含まれるメタンの性質（バイオジェニックかジェオサーモジェニックか）とか、硫酸還元コンソーシアムで生産
される硫化水素の濃度などで、その組成は異なっている。これまでの知見から、それぞれの海域ごとにコールドシープ
の微生物活動に特徴が見られ、日本海溝では、陸側斜面から海溝中軸に深度が深くなるほど活発になること [3]、南海ト
ラフでは付加体形成に伴う圧力で、逆に深度が浅くなるほど活発になること [4]、そして北東日本海（奥尻海嶺）では、
活断層直上の微生物マットにおいて活発な微生物活動が予測された [5]。これらの結果は、地殻活動と微生物学的多様性
との相関関係を示唆するもので、微生物調査から地殻変動を推定する可能性を示している。
　本報告では、これまでの各海域における微生物学的多様性の結果を総合し、それそれの微生物群集構造をカタログ

化する試みについてまとめた。その結果、微生物学的多様性が現場海域の地質学的特徴とよく相関している状況が考察で
き、特に ANME-SRB複合体の存在とその量が湧水活動の指標ともなっていることが示された。平成 19年度の調査で、
新たに千島海溝のシロウリガイサイト（YK07-14航海）ならびに日本海溝の深度 7000mの新規サイト（KR07-14航海）
の底泥の微生物群集解析を行ったので、これらの底泥における微生物相の特徴と湧水活動の推定についてもあわせ報告
する。
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